2006 6 21



41

11

12

12
12
15
16

vV V V V

17



1947

2000 2003

41



2004






207

EEFHE (FEHEED

104

1.6

] sk MF B gy iE R

LTS N3 3 R 1w b

Iz - x> = U IfE
Pl fis [ e A F
LfE i i ™~ b 18
T L. A i* F 10
o £ = TH L
B = fo] o~
it 54 atr B4
SFE ™ = &
D wl .

16



27

2004

JILPT

55






1987
1998



41

2003

85



2003

2003

04

19



10



10

41

41

41 2

24

54
41

11



(

(

)

)

12



400
400

700 20

400
700 20

13



700

20

400

700

20

400

700

14




15



41

16

41



17



	表紙
	目次
	はじめに
	１．ホワイトカラーの労働時間概念と労働時間管理の考え方
	２．ホワイトカラーにおける労働時間と成果の問題
	３．ホワイトカラーにおける多様な働き方と労働時間の弾力化の必要性
	４．みなし労働時間制の問題点
	［１］<専門業務型裁量労働制>
	［２］<企画業務型裁量労働制>

	５．管理監督者（労働基準法第41 条第2 号）の労働時間等適用除外の問題点
	６．労働時間規制の見直しについて
	［１］<ホワイトカラーエグゼンプション制度の新設>
	［２］<ホワイトカラーエグゼンプション制度の具体的内容>
	［３］<労働者の健康への配慮措置について>
	［４］<ホワイトカラーエグゼンプションの法文化について>

	おわりに

